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－１－

本年も稲門会ニュースと

おつきあいの程

よろしくお願い申し上げます

（写真提供：赤荻洋一氏）

○ ２月度定例役員会

日 時 ２月３日（土） １３：３０～１６：００
場 所 ふるさと歴史館 研修室

ニュースの封入作業があります。
一般会員の方も自由に参加してください。
欠席の幹事の方は事務局までご連絡ください。

○ 第５０回東村山雑学講座 （予告）

日 時 ３月３日（土） １５：００～１６：３０
場 所 未定
演 題 「エルサレムが語る神の歴史」
講 師 中島公子（こうこ）氏

１９６０年早大大学院博士課程修了（仏文学）
早大講師を経て元明大教授

人類４０００年の歴史・・・にご期待ください！

○ 平成１８年度（１８年１０月～１９年９月）会費納入いただき有難うございました。
１２月ニュースに掲載した後から１２月２９日までにお振込みいただいた会員 （敬称略）
青柳 真一、井手 巌、今関 繁雄、関 敬一、下村 敏行、野口 順正、服部 牧子
北條 進、山口 洋司、室井 秀嗣、吉高 太郎 以上１１名

［会計 岡田一郎］



－２－

ボニージャックス公演 特集 《前号の続き》

市民からの声

秋津町 川畑博昭様

稲門会十周年おめでとう！ボニージャックスの声
なつかしかった！
嬉しかった！楽しかった！心が洗われた！
歌の心を妙なるハーモニーに乗せて（ウットリ）
一緒に歌った里の秋（亡き父母を思い出す）
歳を忘れて十代へ（エーうそ）
楽しいひととき（有り難う）

（写真提供：赤荻洋一氏）

ボニージャックスと共演した子供たちの感想

回田小学校
引率の石田校長先生
素晴らしい機会を子供達のために与えて頂き感謝しております。本物の体験がいかに子供達の心

をゆさぶった事か．．．。ボニーさんのハーモニーの美しさと、人の心を引きつける楽しいコミュニ
ケーションも心に残りました。
子どもたち

○ うたっててすごく心がやさしいきもちになりました。
ボニージャックスの人の声はきれいな声でした。
ボニージャックスとうたえてうれしかったです。

○ 超楽しかったです！ボニーさん最高！
このような機会があったらまた参加したと思います！（ないと思うけど）

○ 本番に初めて会って、初めて一緒に歌えてうれしかったです。
最高の思い出になりました。これで最初で最後だと思います。

○ 私のおばあちゃんはボニージャックスのことを知っているそうです。私は知りませんでした。
でもさいしょに会った時、一緒に歌うときとてもやさしい人なんだなあと思いました。とても
たのしかったです。みんなのきもちが一つになってうれしかったです。おべんとうもおいしか
ったです。

○ 初めてぶたいで歌ってすごいけいけんをして、本当によかったです。きんちょうしてたけどす
っごく楽しかったです。プロの人と歌えて心に残る一日になりました。

○ とても楽しくてサイコーの思い出だった。もう二度とないと思うけどまたみんなと歌いたーー
ーーーーーい！！

○ ボニージャックスさんと歌えてとてもうれしかったです。ボニージャックスさんたちはとても
きれいにハモッテいてとてもすてきだった。それにあんなに低い音をだせるのもすごかった。

○ 初めて会って歌っているのに楽しかった。こんなゆうめいな人とうたってこれは、もう一生に
一度しかないような気分でした。

○ ボニージャックスさんと歌って、ボニージャックスさん達の声がひびいてとてもきれいでした。
最高の思い出だったと思います。またみんなで歌いたいで～す！！。

○ とても楽しかったです。ボニージャックスの人はおもしろくて、声もとてもきれいでした。ボ
ニージャックスサイコー

記念公演 １１８号



東村山一中の生徒達とお母さん方の声

○ 舞台にたつことが出来て良かったです。殆ど緊張しませんでした。たのしかったです。
ボニージャックスの人たちは、私たちと比べものにならない位綺麗な声をしていました。
驚きました。

○ 私は舞台に立つこともあまりなかったので、とても緊張しました。ボニージャックスの
方々は、私たちにやさしく話しかけてくれ、緊張を解きほぐしてくれました。今日は本
当に楽しめました。有り難うございました。

○ 自分が歌っている音をボニーが包んでくれる感じでとても安心して歌えました。
○ きれいな歌声に感動しました。一緒に歌わせて頂いて嬉しかったです。自分達の声がど

んなふうに客席に聞こえているのかわからなくて少し不安でした。でもとても楽しく歌
わせてもらいました。

○ ボニージャックスの歌声すてきでした。大フアンになりました。
○ ボニージャックスのステージは、肩から力が抜けていて、おしゃべりも楽しく軽やかな

印象ですが、一旦歌になるとプロとして４８年間やっていらした凄さを感じました。ピ
アノの方も魅力的でした。合唱は回田小、一中も当日初合わせでした。もう少しゆとり
があって、声のバランスの調整が出来てから出られたらもっと良かったと思いました。
貴重な機会を頂き、東村山稲門会の皆様に心から感謝いたします。

○ 私たちの世代にとって、ボニージャックスは憧れの存在でしたので、まさかご一諸でき
るとは夢のようでした。生の歌声は心によく響き、やさしくリズムをとってくださるボ
ニーの方をずっと見ているうちに、あっという間に終わってしまった感じがしました。
今日のことは一生の大切な思い出になると思います。素敵な企画をして頂いた稲門会の
皆様本当に有り難うございました。

○ 大人の男性の熟成された素敵なハーモニーと共演でき楽しかったです。会場スタッフ
の皆さんとても頑張っていらっしゃたと思います。さすが早稲田大学の卒業生の皆さん
だと思いました。またご縁があったら（なくとも！！）お声をかけてください。
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同好会だより 第１１８号

－４－

園芸の会園芸の会 世話人 當 摩 照 夫・彰 子 ＴＥＬ ３９６－３０３３

明けましておめでとうございます。
今年も張り切って、園芸を通じて自然と親しんで行きたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。
今年最初の園芸の会を下記の通り行います。

日 時 平成１９年１月２８日（日） 午後３時～５時
場 所 東村山市市民スポーツセンター、スポーツクラブ室

恒例のさくら草の芽と、さぎ草の球根の交換等を行います。これまでの丹精の成果でどんな芽と
球根が出来ているか、楽しみです。
さくら草もさぎ草も簡単なコツさえつかめば、誰にも育てられます。多くの方々の参加をお待ち
しております。

カラオケ同好会カラオケ同好会 世話人 内藤 愼 ＴＥＬ ３９３－５０７１

昨年度最後の会を忘年大会とし、１２月８日に開催しました。
参加者は、芦田、井垣、小野、高鷲、高部、当間、南湖、内藤、
松永、山下の各氏１０名で盛会に行われました。各自２局ずつ喉
慣らしのあと３曲目に十八番の歌で採点ゲームで高得点を狙い
熱唱、又熱唱。激闘の末、９０点の高得点の高鷲さんが優勝、２
位は井垣さん、高部さんが同点で分け合い以下４位内藤、５位当
間さんとなり豪華賞品を獲得。楽しい 一夜を過ごすことができ
ました。大声で唄うことは健康上も大変よいことであります。是
非多数の皆様のご参加をお待ち致します。

次にご相談の事項があります。長く利用してまいりましたドレミが新年１月を持ちまして閉店
します。今後の開催をどうするか皆様にお図り致します。
（１）「終着駅」(恩多辻）を利用する； ウイークデー、１：００～５：００
（２）新しく別の店を探す； 候補「カラオケランドズー 久米川店」

（久米川駅より２分 西友のさき）近いうちに調べます。
（３）適当なカラオケスナックで昼間行う。
その他ご意見がありましたらお聞かせください。
平日開催の時は、第二金曜日を候補と致したいと思います。

麻雀同好会麻雀同好会 世話人 小 野 智 ＴＥＬ ３９１－９５２３
松 永 常 尚 ３３２－５６２１

第３７回大会を１２月１０日(日）マージャンMにて開催しました。
今回参加者１６名４卓の雀戦の成績は、優勝者當間、準優勝者長井、以下
賞金獲得者は土橋、小野、内藤、三宅、番場の各氏でした。
今回は初参加として番場氏が加わり、且つ小亀氏の副賞チョコレート(満

貫者、早いもの勝ち）や三宅氏の酒の寄贈をいただき、例会通り忘年懇親
会が賑やかに開かれました。
次回大会は３月１１日(日）に予定しています。

(松永記）

同 好 会 だ よ り



－５－

ゴルフ同好会ゴルフ同好会 世話人 堀田秀夫 ０９０－８３３９－７１７９

新年明けましておめでとうございます。今年もゴルフ同好会をよろしくお願い申し上げます。

＠忘年会ゴルフコンペの報告
昨年１２月８日（金）、月森様のお世話により西武園ゴルフ場で忘年ゴル

フコンペを開催いたしました｡前日雨の予報でありましたが､戦士１２人の心
がけよろしきを得て､好天に恵まれ､楽しい会となりました｡スコアについて
はよる年波､名誉のため申しませんが､各人納得･反省･研讃のスコアでありま
した｡プレー終了後、同園にて井垣様の快気祝いを兼ね忘年会をいたしまし
て､会員の親睦を深めました｡各人来年に向けて意気軒昂でありました。
＠今年度会長杯ゴルフコンペ
第一回 ４月１８日（水）狭山カントリー倶楽部 ５組
第二回 ９月 ９日（日）西武園ゴルフ場 ６組
以上にように決まりましたので､カレンダーならびに手帳にご記入の上、

皆様およびご家族の方々、万難を排してご参加くださいますようお願い申し上げます｡なお、先着順と
させていただきますので､お早めにお聞かせください｡ニュースを読まれ次第でも結構でございます。

テニス同好会テニス同好会 世話人 當 間 昭 治 ＴＥＬ ３９１－６０２３

１２月の例会は２日（土）久米川コートで実施。参加者は井手、
奥山、田島、小管、戸田、當間に當間の叔父が加わり７名。この時
期にしては風も無く、おだやかな日和に恵まれ、いつもの様にダブ
ルスで２時間、楽しい一時を過ごしました。
寒さ本番となりますが、新年と２月は下記にて実施予定です。

記
日時 １月 ６日（土）午前 ９時～午前１１時

２月１２日（祭）午前１１時～午後１時
場所 両日とも久米川コート３

旅行同好会旅行同好会 世話人 風間和夫 ＴＥＬ ３９４－５２７９

小亀輝雄 ３９４－６９５１

本年度旅行会について
(東村山発着のチャーターバス利用)

第４回旅行会を下記の通り行います。是非ご参加ください。

期 日 平成１９年５月１７日（木）～１８日（金）
宿 泊 先 群馬県 水上温泉

水上館 ＴＥＬ ０２７８－７２－３２２１
費 用 ２３,０００円（お預かり金・実費精算）
申し込み締め切り日 平成１９年１月２５日（木）
但し、バスの定員その他により期日前に締め切らせていただく場合も
あります。（先着順となります）

申し込み先 上記「風間」までお電話でお申し込みください。
立ち寄り先 谷川岳ロープウエイ・水沢観音・吹割りの滝 他
なお、参加者には後日詳しい日程表をお送りいたします。

第１１８号 同好会だより



囲碁同好会囲碁同好会 世話人 野 村 保 夫 ＴＥＬ ３９４－０４１７

高 鷲 近 ３９４－２３３６

●１２月例会の報告○

○１２月例会は、１２月２３日（土）１３時からいつもの市役所

別館/第６会議室で開催されました。参加者は下記の１１名で、

江藤氏が３戦全勝、堀田氏が４勝１敗の好成績でした。

一色６級、江藤３級、久世７級、佐久間三段、鈴木六段、高鷲
四段、田代四段、中川７級、野村三段、細渕１級、堀田二段。

●今回から対局用時計を１台用意しました。目的は１局ひとり
３０～４０分くらいの持時間での対局に慣れると共に、対外試
合にも備えようというものです。

○次回２月の冬の大会は２月２４日（土）を予定しています。確定日は次号でお知らせします。

俳句同好会（稲酔会）俳句同好会（稲酔会） 世話人 高 杉 修 ＴＥＬ ３９１－８４４７

井 垣 和 太 ０４－２９２４－２９３４

旧蝋２２日（金）句会に代わる忘年会を「丸藤」でおこないま
した。参加したのは、高杉風至、井垣稲雀、風間和夫、内藤愼、
の句会常連組４名と、久し振りの小亀稲生、三宅良太の２名。更
には新規加入会員の、芦田火吐四（均）と高部糸行（素行）の虎
の子２名。朝の２時まで飲んでいたという山下前会長も引っ張り
出して２年連続のゲスト参加。全員で９名の集まりとなり、俳句
談義と稲門会ミニ役員会とが交錯する何とも賑やかな２時間半の
楽しい忘年会となりました。

初めての試みである、「通信俳句会」も１２名が投句。全部で５８句というこれまでにな
い多くの句が集まりました。１月７日（木）までに７句を選句するという暮れから正月にか
けてのまたとない勉強の機会を与えられ、自分で作るのと同様の難しい作業に各人が挑みま
した。
第３０回の「稲酔会」句会は、２月２４日（土）午後１時から「恩多ふれあいセンター」

で開催の予定です。今年からなにか新しいことに挑戦してみようと思っているあなた、世の
中のあらゆることを関心を持って眺める習慣がつく俳句が最適です。俳句に挑戦しましょう。
火吐四、糸行に続け！ 世話人まで御連絡ください。親切に入会のお世話をいたします。

（稲雀記）

ウォーキングの会ウォーキングの会 世話人 高 橋 正 夫 ＴＥＬ ３０９－３４０７

を再開しましょう！！ 土橋 雄次 ３９３－５７０８

ここ武蔵野の地には歩いてみたい自然豊かな所、遺跡、名所が沢
山あります。この中を足とクツがあれば誰にでも出来るウオーキン
グをして体を鍛え､会員相互のコミュニケーションにより、心が豊か
になれば幸いと考えます。皆様ふるってご参加ください。
３月から始めましょう。詳しい日・時は２月号でお知らせします。

尚、当会の開催頻度、行き先等については、初回の参加者のご意見

を参考にしたいと考えています。

同好会だより 第１１８号
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第１1８号 投稿・「お誕生会」報告
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「宍粟より愛をこめて」
八木勝利 (４７年政研）

平成の大合併により宍粟郡から宍粟市に名称変更された。シソウ市と読める方はほとんどなく、

その都度尋ねられる。

当地に住居を移し１年７ヶ月ほど経過した。東丸醤油で有名な龍野まで３０分、白鷺城で有名

な姫路まで約１時間、梨・砂丘で有名な鳥取や城崎温泉までは２時間足らず、どちらかといえば

日本海よりも瀬戸内海に近い山間部である。神戸の有馬温泉は１時間少々で行ける。中国道山崎

インターがすぐ近くだ。

冬に大雪は降らないが寒く、銀世界が訪れる。春には桜の名所が花盛りになる。夏は瀬戸内海

に注ぐ揖保川流域での鮎釣りに阪神間から、時には関東からも鮎客が訪れる。素麺の“いぼの糸”
．．

はこの揖保である。秋には米・柿・栗・松茸の収穫がある。山に囲まれた片田舎だが、近くに西

播磨科学センターがある。産学提携の研究施設で医療施設ではないが、放射線による初期癌の治

療は世界的に有名だ。

このような環境下でも、稲門同好会の俳句・園芸・カラオケでの経験を充分にいかしている。

“・・・我ら稲門飛翔のところ・・・東村山稲門会”。宍粟より愛をこめて！

〇 八木さんは定年退職を機に母上のおられる宍粟市へ移られましたが、東村山稲門会には永久に在籍し
ますので今後とも会員皆さまにはよろしくお伝えくださいとのメッセージが添えられていました。(小亀）

担当幹事 芦田 均 ３９３－７５２５

１２月９日（土）、午後５時過ぎに、いつものとおり、久米川駅に程近い割烹「丸藤」にて、
井出巌さん、江藤昌明さん、工藤崇士さん、藤澤博恭さんに、紅一点、當摩彰子さんの５名と三
宅新会長以下１４名、合計１９名が参加、お祝いをしました。
三宅新会長からの５名の方への祝辞に続き、長井幹事の乾杯の音頭とほぼ型どおりに進み、「ハ

ッピー・バースデイ・トゥーユー」を斉唱しました。井手さんがキチンとされた性格そのままに
苦労話をされ、今は「健康に留意し、できるだけ自分の足で歩くことにしている」とのこと。井
手さんのハーモニカ演奏で、「鉾をおさめて」や「湖畔の宿」などなじみのある５曲を皆で合唱し
ました。さらに、當摩彰子さんには「いつもみんないっしょ」などをギターを弾きながら歌って
いただき、更なる盛り上がりをみせました。「近隣の子供たちとも琴線のふれあいに努め、日々の
生活を大切にしたい」と。工藤さんの近況、藤澤さんの「植物を愛で、自然のすばらしさを楽し
む」お話を伺いました。また、江藤さんの「最近、日本人の意識がおかしいのでは？」といった
厳しい言葉に続き、ソフトテニスのご活躍ぶりなど、今年の豊富な活動振りを披露していただき
ました。和気藹々のうちに、あっという間に所定の午後７時ごろになってしまい、校歌斉唱、當
間新副会長の閉会の言葉で、幕を閉じました。

なお、１月度の「お誕生会」は１月に誕生日を迎えられる方々（２１名：１１７号に記載）で、
１月１３日の新年会にご出席される方を対象に行います。近況等一言いただきますので、よろし
くお願いします。（賀詞交換会のアンケート葉書で出席の諾否を確認し、別途葉書は出しません。）

＊２月にお誕生日を迎えられる方々（１２月１４日現在、把握できている会員）

岡田一郎様 尾島敏雄様 崎山裕子様 佐藤清彦様 塩見之一様 高橋正夫様 田島隆夫様
内藤 愼様 長井 治様 原田道昭様 樋地正秀様 福田 晁様 細山和男様 宮 輝雄様
金城寛文様 長尾勝美様 八木正晴様 （以上 １７名）

１ 2 月度「お誕生会 」報告およびご案内



編集局： 中村眞弓

○ボニージャックスと共演した子どもたちやお母さん方の多くが「一緒に歌えてうれしか

った」、「楽しかった」、「感動した」と感想を述べています。もちろん私もみんなで歌うと

ころでは大きな声で歌いました。“コーラスって楽しいな”そんな気分を久しぶりに味わ

った演奏会でした。

○２０代の頃アマチュア合唱団に所属しており、ミサ曲など宗教曲を中心に歌っていまし

た。何度かステージにも立ったものです。歌にもクラッシック音楽にも無縁の日々が続い

ていましたが、最近何年かぶりに「メサイア」、「第九」と立て続けにコンサートに行く機

会がありました。自分が歌っていた当時を懐かしく思い出したものの又始めようかなとい

う気持ちにはあまりなりません。でもうたうことにはすごく興味があるのです。それは謡。

ただ能楽は敷居が高すぎて今一歩踏み出せないでいます。新しい年に新しいことを始めよ

う！－とは言いつつ果たして今年はどうなるでしょうか...。

○多くの方々から“新年のひとこと”をいただきました。行間が詰まっていて少し読みづ

らいかもしれませんが、ご了承願います。

○２月号の原稿締め切りは１月２２日です。よろしくお願いいたします。

編 集 局 だ よ り

今月の予定（１月）
６日(土) テニス同好会

１３日(土) １月度役員会
雑学講座
新年会
お誕生会

２８日(日） 園芸の会

２月上旬の予定
３日(土) ２月度役員会

お誕生会
１２日(祭) テニス同好会

第１０２回オペラ鑑賞会のお知らせ －清瀬稲門会－

期日：１月２１日（日）午後１時３０分～４時 （入場無料）

会場：アミューホール

清瀬駅前北口広場・生涯学習センター７階（１階りそな銀行）

曲目：プッチーニ 歌劇

トゥーランドット

＊＊ご家族、近隣の方々お誘い合わせのうえご来場をお待ちしております＊＊

第１１８号 編集局だより
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朝 木 吾 朗: 去年は出費がかさんだ年だったが、新年に期待をかける。毎晩散歩に一時間。
芦 田 均 : 皆様のお陰でできる稲門会の活動と「今」も生かしてくれているカミさん

（神様）孝行に努めます。
有 賀 傳 : 本年もよろしくお願い申し上げます。
井 垣 和 太: 今年はやる事を絞って、その代わり集中して成果を出すよう努力したいと思

います。俳句とゴルフが中心です。
市 川 彰 彦: 「年は薬」か？いや「年問わんより世を問え」とあり。
一 色 泰 久: 二人目の孫に恵まれ、ますますこの一年が平明でありますよう願いを強く持

ちました。
上 原 正 行: 毎月のニュースが楽しみです。昨年は写真コンクールで８回入賞しました。

今年も何回か入賞したいです。
小 野 智 : 多少羽目を外しながらも楽しく生きていく朗人（老人）になりたいと希求し

ております。
岡 田 一 郎: 今年の活動運勢「原理・原則」に則った転換は必要、しかし、分を越えた

「極端な変革を避ける」を肝に銘じて行動します。
大 内 一 男: 本年から息子も早大生になります。１２５周年の記念すべき年の入学ですが

早実の中等部に入学したのも早実１００周年で国分寺に校舎が移った年でした。
大 野 恵 子: 健康に留意し、今年はゆとりある生活をしたい（時間的にも、精神的にも）

と思っています。
風 間 和 夫: あけましておめでとうございます。各種同好会の行事に是非ご参加下さい。

良い出会いがあるかも知れませんよ・・・・・・。
木 原 晴 彦: 新年を迎えて今年こそ良い年であるように希望します。
久 世 利 夫: 皆さんに引っ張って頂いたお陰で１０周年まで元気で来られた事を感謝して

おります。若返ったメンバーを中心に輝やかしい活動発展を期待しております。
工 藤 崇 士: 今年は何か一つでも同好会に参加させて頂きたいと思っています。幹事の皆

様にはいつも感謝しております。
河 野 憲 一: さらなる飛躍を目指します。
幸 田 瑞 雄: 母の逝去に際し、三宅会長はじめ稲門会の方々のご配慮感謝致します。
小 出 孝 子: 平和を！
小 亀 輝 雄: 何事も楽観的に見よ、怒るな、貪るな、愚痴をこぼすな、世のために働け

（大隈５訓）を目標に今年も楽しく過ごしたい。
小 林 傳 : バランスのとれた平和な年でありますように。
小 山 幾 造: 今年も健康管理に努めたい。
斉 藤 充 義: 今年は何としても８店舗目をもちたいです。
佐 久 間 厚: お陰様で、８０才になりました。仕事を辞めてから１０数年続けている水泳

や趣味、生活のリズムなど心身のバランスに従って自然にほどよく続けるこ
とにしよう。今年もよろしくお願い申し上げます。

佐 野 裕 史: 山波、年波、空遠く、幸い住むと信じます。ああ我れ妻とこもりいて平穏願
い屠蘇一杯、祝ってご挨拶申します。

佐 藤 清 彦: 猪突するよわいにあらず牛歩なら。
佐 藤 守 彦: 昨年は“命”の字が選ばれた。社会の実態として、物を粗末にする事象が多

すぎた。今年こそ自己を大切にして“翔”といきたいものである。
重原 真知子: 先日の総会（ボニージャックスと歌おう）のように地域の方々にも喜ばれる

稲門会に発展していけたら嬉しいです。
田 代 光 一: 献寿 梅岩寺・将軍塚・八国山緑地・北山公園・正福寺を廻るコースは徒歩

でもサイクリングでも一年中楽しめます。途中のうどん屋さんもおいしいで
すよ。

高橋 鶴次郎: ＩＴ革命という言葉がそろそろ日常語になってくるのが、平成１９年でしょう。
今年はパソコンと友達になることが目標です。

高 柳 忠 正: 東村山稲門会１１年目の新年まことにお目度うございます。益々の発展を心
からお祈り致します。

会員の皆様の新年のひとこと(1)
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滝 来 洋 二: 昨年末当稲門会に入会したばかりです。今年は何かの同好会に参加させて
頂きたいと思います。

高 部 素 行: 引退した当初はとまどいましたが、稲門会にＮＰＯに充実した５年間でした。
７０代の次なる５年も元気に活躍したい。今年もよろしくお願いします。

田 口 政 澄: お互い健康に留意し、スローライフでいきましょう。
津 野 慶 吾: 健康に留意して元気にゴルフが続けられる事を願っております。ゴルフ場

利用税が免除になるのも間近ですよ。皆様もお元気でお過ごし下さい。
月 森 通 夫: 安部政権になっての新年、良い年になりますよう！
當 間 昭 治: 地元に根付いて約２年、取り巻く環境が大きく変化する可能性もあります

が、足をしっかりと地に付け前進したいものです。
戸 田 志 郎: 世の中の歪みがあちらこちらで明らかになり、価値観の多様化、社会の変

化を求めて流動化していることが痛烈に感じられます。
富 塚 哲 夫: あけましておめでとうございます。又稲門会の設立１０周年おめでとうご

ざいます。今年こそ三宅新会長のもと、できるだけ集会に参加する積りで
すので、よろしくお願いいたします。

長 野 長 生: 稲門会行事に出来るだけ多く参加させて戴けるよう頑張りたいと思います
ので、宜しくご厚誼下さいますよう。

中 村 皓 一: 役員の皆様、各同好会の世話人の方々のご苦労に感謝しております。当会
の益々の発展をお祈り致します。

夏 山 一 彦: 歌あり、酒あり、そして感動ありの東村山稲門会。
内 藤 慎 : ８０才まで皆様と元気で仲間として楽しみたい。ゴルフも続けます。
南 湖 修 一: 今年の日本、これからの日本を若者の手だけにまかせておけない! 我々の

叡智で何とかしたいと感じる最近です。
成 田 延 雄: 元旦は伊勢神宮へ初詣をいたします。稲門会の皆様のご多幸を祈願して参

ります。
仲 俊 次 : 謹んで新年のご祝詞を申し上げます。本年もよろしくお願い申し上げます。
野 口 順 正: 本年を無事に過ごせば傘寿なり。
樋 地 正 秀: 生き生きとして、そしてなおかつギスギスしてない社会になるよう頑張り

ましょう。
藤 澤 博 恭: 猪突猛進にならぬよう、自然とスローライフを楽しみましょう。
福 田 晃 : 新年おめでとうございます。役員の皆様にはこの一年間大変お世話になり

ました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
細 萱 進 : １２月上旬から体調を崩し、先週退院しましたが、通院治療中です。外出

は最小限に抑えるようにと言われている状況です。
細 淵 昌 : 設立１０周年でのボニージャックスの懐かしい歌は若い日を思い出させて

くれました。厚く御礼申し上げます。本年も良い年でありますよう心より
お祈り申し上げます。

松 永 常 尚: 小生今年は節目の年齢。健康で明るい年でありたいと祈願しております。
丸 本 聡 明: 彼の地までいかに歩まむ初明かり どうか良き道づれに。
松 沢 徹 : 毎月のニュースで会の動向を知り、投稿記事からさまざまなことを学んで

います。ポストマンは今年も頑張ります。
宮 長 生 : 生きている化石と云われた故郷の学校が全国高校駅伝に優勝した。
宮 輝 雄 : いろいろやりたいが、亥年にあやかって、恩多ふれあいセンターで水墨画

の講師（ボラ、月１回）を完遂したい。
三 宅 良 太: 謹んで新年のご祝詞を申し上げます。設立１１年目のスタートの年を迎え、

会員皆様のご健勝と会の一層の発展に協力を念じ上げます。
森 田 茂 夫: 今年は私の年。しかし猪突猛進はもうやめにして、「あるがままの姿」で

生きていくことにしました。
森 澤 要 : 喜寿を迎えますが、無事息災に過ごしたいですね。
八 木 勝 利: 東村山稲門会１０周年を礎に更なる発展と会員皆様のご健康とご活躍を心

よりお祈り申し上げます。
山 室 勲 : 昨年は世界各地で天災が多発した。今年は地球環境が改善されるよう個人

個人が考えて行動したいものである。
吉 高 太 郎: 世のため、人のため少しでも役立てるように日々新たに生きていきます。
渡 辺 利 則: 明けましておめでとうございます。今年も会にとって飛躍の年であるよう

でありますよう祈念します。

会員の皆様の新年のひとこと(2)
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